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１
月
か
ら
12
月
の
乳
代
集
計
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
乳
生
産
実
績

　
平
成
30
年
の
年
間
乳
量
は
23
万
１
８

６
３
ｔ
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
（
表

1
）。
平
成
29
年
と
比
較
す
る
と
98
・

１
％
の
実
績
で
す
。
前
年
に
比
べ
て
減

少
し
た
要
因
と
し
て
は
、
夏
場
の
記
録

的
な
暑
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
夏
の

平
均
気
温
平
年
差
は
東
日
本
で
＋
１
・

７
℃
と
１
９
４
６
年
の
統
計
開
始
以
降

で
最
も
高
く
な
っ
た
と
気
象
庁
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
が
、
人
・
牛
と
も
に
大

き
な
負
担
が
か
か
っ
た
こ
と
で
年
間
の

出
荷
乳
量
が
例
年
を
下
回
っ
た
も
の
だ

と
推
察
さ
れ
ま
す
。
月
ご
と
の
日
量
の

推
移
（
図
1
）
を
み
て
も
、７
月
に
入
っ

て
か
ら
大
き
く
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
、

一
頭
あ
た
り
乳
量
（
表
２
）
に
つ
い
て

も
、
前
年
比
99
・
３
％
と
な
る
な
ど
、

猛
暑
の
影
響
は
年
末
ま
で
続
く
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

乳
　
価

　
支
払
い
乳
価
（
図
２
）
は
、
11
月
を

除
い
て
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
乳
代

追
加
払
い
（
需
要
期
出
荷
奨
励
金
、
需

要
期
優
良
奨
励
金
、
緊
急
酪
農
生
産
基

盤
強
化
対
策
金
、
乳
代
精
算
払
い
、
集

送
乳
業
務
委
託
費
精
算
払
い
）
に
お
き

ま
し
て
は
総
額
3
億
３
２
７
１
万
円
お

支
払
い
し
、年
間
乳
量
で
除
す
る
と
１
・

44
円
／
㎏
お
戻
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

表１　年間乳量と出荷戸数

年間乳量（ｔ） 12月出荷戸数（戸） １戸当り乳量（ｔ／戸）

平成14年 213,002 738 289

平成15年 210,263 722 291

平成16年 213,341 705 303

平成17年 210,244 681 309

平成18年 220,457 653 338

平成19年 217,429 621 350

平成20年 216,870 593 366

平成21年 217,355 570 381

平成22年 206,590 546 378

平成23年 200,643 529 379

平成24年 210,197 521 403

平成25年 214,584 491 437

平成26年 221,612 476 466

平成27年 234,508 461 509

平成28年 237,879 441 539

平成29年 236,444 423 559

平成30年 231,863 409 567

表２　一頭当り乳量	 （kg）

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

那須高原支所 8,631.9 9,082.4 9,111.4 9,126.1 9,127.7

宇都宮支所 8,890.0 8,960.0 9,025.7 9,082.7 8,881.6

県 南 支 所 8,296.2 8,457.3 8,659.8 8,675.5 8,526.0

平 均 8,584.3 8,918.2 8,997.1 9,017.3 8,958.6

前 年 比 103.9％ 100.9％ 100.2％ 99.3％
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図１　日量の推移
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図２　支払乳価（手数料等控除後、乳質加算前）
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指
導
企
画
課

●
乳
牛
飼
養
動
態
調
査

　
１
月
１
日
現
在
で
の
乳
牛
飼
養
動
態

調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
し
ま
す
。

１
　
出
荷
者
戸
数
・

飼
養
頭
数
に
つ
い
て

　
前
年
１
月
と
比
較
す
る
と
酪
農
中
止

は
19
戸
（
団
体
公
共
を
除
く
）
と
な

り
、出
荷
者
数
は
前
年
同
月
比
４
・
０
％

減
の
４
０
４
戸
と
な
り
ま
し
た
。
廃
業

の
理
由
は
、
高
齢
や
後
継
者
が
い
な
い

10
戸
、
経
営
不
振
１
戸
、
病
気
療
養
そ

の
他
８
戸
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
酪

農
中
止
者
19
名
の
廃
業
時
の
合
計
飼
養

頭
数
は
３
０
２
頭
で
し
た
。
期
間
中
新

規
出
荷
者
２
戸
が
組
合
に
加
入
し
た
た

め
、
出
荷
者
数
は
差
し
引
き
17
戸
減
と

な
り
ま
し
た
。

２
　
飼
養
頭
数
に
つ
い
て

　
飼
養
頭
数
の
内
訳
は
、
経
産
牛

は
前
年
１
月
比
１
・
１
％
減
少
し

２
万
５
５
６
８
頭
、
自
家
育
成
牛
は
前

年
比
１
・
６
％
増
加
し
８
２
８
３
頭
、

外
部
預
託
牛
は
前
年
比
１
・
２
％
増
の

３
４
９
７
頭
で
し
た
。
ま
た
、
１
戸
あ

た
り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
３
・
４
頭
増

加
し
、
92
・
４
頭
で
前
年
に
引
き
続
き

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、搾
乳
牛
は
前
年
よ
り
１
・
５
％

減
少
し
２
万
２
２
５
７
頭
、
乾
乳
牛
は

１
・
６
％
増
加
し
３
３
１
１
頭
で
し
た
。

　
育
成
牛
（
自
家
・
外
部
預
託
含

む
）
の
保
有
率
は
、
０
・
55
％
増
加
し

３
１
・
54
％
で
合
計
１
万
１
７
８
０
頭

と
な
り
ま
し
た
。

３
・
分
娩
頭
数
に
つ
い
て

　
本
年
７
月
ま
で
の
分
娩
予
定
頭
数

は
、
前
年
同
時
期
分
娩
実
績
に
比
べ

５
５
８
頭
減
少
し
１
万
２
３
８
９
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。
全
体
的
に
前
年
の
分

娩
実
績
よ
り
少
な
い
月
が
多
く
特
に
４

～
６
月
の
分
娩
予
定
頭
数
の
減
少
幅
が

顕
著
で
す
。（
平
均
減
少
率
▲
12
・
６
％
、

乳　牛　飼　養　動　態　調　査　表 （平成 31 年 1 月 1 日 現在）

支所別
調査

年月

出荷

者数

飼　　　養　　　頭　　　数
１戸平均

飼養頭数

繁殖和牛
経 産 牛
頭　　数

月　別　分　娩　予　定　頭　数

（カッコ内は内数で判別精液頭数、また下段は平成 29 年 1 月の実績頭数）経　　産　　牛 自家育成牛 外部預託牛
合計

育成牛
保有率
（％）搾乳 乾乳 小計 初妊 未種付牛 初妊牛 未種付牛 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 合計

那須高原

支　　所

H31.1 251 14,442 1,953 16,395 1,771 3,657 774 1,699 24,296 32.52 96.8 408 1,319 1,203 1,156 835 959 1,097 1,350 7,919

(163) (159) (156) (119) (115) (98) (154) (964)

H30.1 263 14,593 2,085 16,678 1,753 3,357 558 1,853 24,199 31.08 92.0 800
1,361 1,092 1,244 1,068 1,111 1,158 1,280 8,314

増減 ▲ 12 ▲ 151 ▲ 132 ▲ 283 18 300 216 ▲ 154 97 1.44 4.8 ▲ 392 ▲ 42 111 ▲ 88 ▲ 233 ▲ 152 ▲ 61 70 ▲ 395

宇都宮

支 所

H31.1 71 2,846 434 3,280 444 1,012 176 366 5,278 37.86 74.3 91
281 230 249 184 165 214 297 1,620

(39) (38) (40) (24) (29) (38) (28) (236)

H30.1 74 2,893 441 3,334 427 1,020 119 451 5,351 37.69 72.3 39
257 228 229 181 177 209 269 1,550

増減 ▲ 3 ▲ 47 ▲ 7 ▲ 54 17 ▲ 8 57 ▲ 85 ▲ 73 0.16 2.0 52 24 2 20 3 ▲ 12 5 28 70

県 南

支 所

H31.1 82 4,969 924 5,893 386 1,013 121 361 7,774 24.20 94.8 43
467 420 455 302 284 409 513 2,850

(26) (28) (41) (27) (21) (37) (24) (204)

H30.1 84 5,101 734 5,835 577 1,017 119 355 7,903 26.17 94.1 30
494 403 474 397 350 438 527 3,083

増減 ▲ 2 ▲ 132 190 58 ▲ 191 ▲ 4 2 6 ▲ 129 ▲ 1.97 0.7 13 ▲ 27 17 ▲ 19 ▲ 95 ▲ 66 ▲ 29 ▲ 14 ▲ 233

合 計

H31.1 404 22,257 3,311 25,568 2,601 5,682 1,071 2,426 37,348 31.54 92.4 542
2,067 1,853 1,860 1,321 1,408 1,720 2,160 12,389

(228) (225) (237) (170) (165) (173) (206) (1404)

H30.1 421 22,587 3,260 25,847 2,757 5,394 796 2,659 37,453 30.99 89.0 869
2,112 1,723 1,947 1,646 1,638 1,805 2,076 12,947

増減 ▲ 17 ▲ 330 51 ▲ 279 ▲ 156 288 275 ▲ 233 ▲ 105 0.55 3.5 ▲ 327 ▲ 45 130 ▲ 87 ▲ 325 ▲ 230 ▲ 85 84 ▲ 558
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最
大
は
４
月
で
▲
19
・
７
％
）
増
加
月

の
平
均
増
加
率
は
５
・
６
％
で
、
最
大

は
２
月
で
７
・
５
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
該
期
間
に
お
け
る
導
入
予
定

頭
数
は
前
年
よ
り
３
０
７
頭
増
加
し
、

１
３
１
１
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
上
期
の
乳
量
動
向
は
、

経
産
牛
頭
数
や
分
娩
予
定
頭
数
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す

る
よ
う
に
導
入
予
定
頭
数
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
横
ば
い
程
度
で

推
移
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
４
月
～
５
月
に
お
い
て
は
導
入
予

定
頭
数
よ
り
分
娩
予
定
頭
数
の
減
少
が

大
き
い
た
め
、
春
先
に
一
時
的
な
落
ち

込
み
が
発
生
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

４
．
そ
の
他

　
平
成
25
年
１
月
調
査
か
ら
、
今
回
の

調
査
ま
で
の
全
13
回
分
の
、
畜
種
別
種

付
け
動
向
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お

示
し
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
動
態
調
査
結
果
報
告
に

お
い
て
報
じ
た
通
り
、
43
％
台
ま
で
落

ち
込
ん
だ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
種
付
割

合
は
、
北
海
道
内
の
初
妊
牛
価
格
が
上

昇
を
続
け
た
事
や
、・
補
助
事
業
等
に

よ
る
支
援
効
果
で
近
年
回
復
基
調
に
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
も

顕
著
に
表
れ
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
種

付
割
合
は
47
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
初
妊
牛
相
場
も
、
天
井
が
見
え

な
い
よ
う
な
価
格
上
昇
基
調
と
な
っ
て

お
り
、
自
家
産
牛
の
確
保
が
今
以
上
に

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

補
助
事
業
等
に
よ
り
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
性
判
別
精
液
を
う
ま
く
活

用
し
な
が
ら
、
効
率
の
良
い
後
継
牛
生

産
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

購
買
企
画
課

●
平
成
30
年
度
購
買
利
用
推
進

女
性
研
修
会

　
去
る
２
月
13
日
か
ら
14
日
、
ホ
テ
ル

エ
ピ
ナ
ー
ル
那
須
に
於
い
て
、
総
勢

１
６
０
名
の
参
加
の
も
と
、
日
ご
ろ
の

感
謝
と
推
進
を
兼
ね
て
購
買
利
用
推
進

女
性
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
14
年
目
に
な
る
事
業
で
、
昨

年
ま
で
日
帰
り
で
の
開
催
で
し
た
が

「
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
い
。」
と
言
う
声
も
あ
り
、
３
年
ぶ

り
の
宿
泊
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
熊
本
県
の
阿
蘇
で
詩
画
作

家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
野
勝
彦

氏
を
お
招
き
し
「
振
り
向
け
ば
母
の
愛

が
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
45
歳
の
時
、
農
作
業
時
の
事
故
で
両

腕
を
失
い
ま
し
た
。
家
族
か
ら
の
懸
命

な
励
ま
し
の
言
葉
が
生
き
る
希
望
と
な

り
、
絶
望
と
も
い
え
る
体
験
を
強
い
精

神
力
で
乗
り
越
え
、
力
強
く
前
向
き
に

進
む
姿
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
義

手
に
よ
る
揮き

毫ご
う

を
披
露
し
、
心
温
ま
る

詩
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
約
一
時
間
聴
講

し
、前
向
き
に
頑
張
れ
る
よ
う
に
な
る
、

そ
し
て
優
し
い
気
持
ち
に
な
る
講
演
と

な
り
ま
し
た
。

　
夜
の
懇
親
会
で
は
、
組
合
長
、
各

メ
ー
カ
ー
代
表
の
方
々
か
ら
の
挨
拶
に

続
き
、
副
組
合
長
の
音
頭
に
よ
る
牛
乳

で
の
乾
杯
で
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
ば
し
の
ご
歓
談
と
お
食
事
の
後

は
、「
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
」（
！
）
皆
様

お
楽
し
み
の
抽
選
会
で
す
。
当
選
し
た

方
の
番
号
と
お
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、

ご
本
人
と
近
隣
か
ら
は
喜
び
と
羨
望
の

歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、
会
場
が
ひ
と
き

わ
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
久
し
振
り
の
宿
泊
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
多
数
の
出
席
を
頂

き
、
そ
し
て
沢
山
の
笑
顔
の
中
、
無
事

に
開
催
出
来
ま
し
た
事
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
購
買
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
に
お
応
え
で

き
る
様
、
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お楽しみの抽選会！

詩画作家　大野勝彦氏による講演
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生
乳
受
託
課

　
平
成
31
年
２
月
度
の
組
合
生
乳
生

産
量
は
、
昨
年
同
月
乳
量
と
比
較
し

１
０
１
・
６
％
（
１
万
８
０
６
９
ｔ
）

と
12
月
度
よ
り
３
ヶ
月
連
続
前
年
を
上

回
る
状
況
で
す
。
各
支
所
の
受
入
乳
量

は
、
那
須
高
原
支
所
１
万
１
８
１
６
ｔ

（
前
年
比
１
０
１
・
６
％
）、
宇
都
宮
支

所
２
３
１
２
ｔ
（
同
１
０
１
・
６
％
）、

県
南
支
所
３
９
４
１
ｔ
（
同
１
０
１
・

４
％
）
と
な
り
、
出
荷
者
数
は
、
前
年

同
月
よ
り
15
戸
減
の
４
０
４
戸
（
内
、

学
校
は
１
校
）
で
し
た
。

　
２
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
93
％
（
前
年
差
▲
０
・
02
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
86
％
（
同
▲
±
０
．

00
％
）、体
細
胞
数
19
・
63
万
（
同
▲
１
・

16
万
）
と
乳
成
分
は
前
年
並
み
、
体
細

胞
数
は
今
年
度
初
め
て
20
万
を
下
回
る

好
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
２
月
総
受
託
乳

量
は
８
万
３
２
２
４
ｔ
（
前
年
比
99
．

５
％
）
と
な
り
、
前
年
に
近
づ
き
つ
つ

あ
る
中
、
20
ヶ
月
連
続
で
前
年
を
下
回

る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
用
途
別
の
販
売
数
量
は
、
生
ク
リ
ー

ム
向
け
、
チ
ー
ズ
向
け
を
除
き
ほ
ぼ
前

年
並
み
と
な
り
、
飲
用
牛
乳
向
け
は
99
・

８
％
と
好
調
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
月
の
全
国
の
生
産
量
は
、
北
海
道

が
前
年
比
99
・
７
％
と
自
給
飼
料
の
影

響
や
急
激
な
冷
え
込
み
等
の
要
因
か
ら

２
ヶ
月
連
続
し
前
年
を
下
回
り
、
都
府

県
は
99
・
３
％
と
回
復
傾
向
の
中
41
ケ

月
連
続
前
年
を
下
回
り
、
全
国
の
生
産

量
も
99
・
５
％
と
６
ケ
月
連
続
で
前
年

を
下
回
り
ま
し
た
。

　
尚
、平
成
31
年
２
月
の
生
産
量
・
乳
質
、

関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販
売
数
量
は

別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平成 30 年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 ２月期実績 前年同期実績 前年比 ２月末実績（累計）前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 64,592,533 64,720,699 99.8 749,124,983 758,823,897 98.7 

（ う ち 学 校 向 け ） 11,460,894 11,762,701 97.4 109,937,918 112,586,001 97.6 

は っ 酵 乳 向 け 11,028,657 11,014,362 100.1 135,751,420 140,516,766 96.6 

特 定 乳 製 品 向 け 6,179,928 6,240,247 99.0 66,112,860 72,953,936 90.6 

（うち委託加工向け） 0 0 － 0 0 －

生 ク リ ー ム 向 け 1,364,927 1,586,298 86.0 15,409,128 16,861,370 91.4 

チ ー ズ 向 け 58,593 51,099 114.7 703,623 660,685 106.5 

全 乳 哺 育 向 け 0 0 － 0 0 －

総 受 託 乳 量 83,224,638 83,612,705 99.5 967,102,014 989,816,654 97.7 

加 工 比 率 7.43 7.46 － 6.84 7.37 －
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那
須
高
原
支
所

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
１
２
４
名
参
加
！

　
２
月
６
日
、
那
須
高
原
支
所
活
動
推

進
協
議
会
（
藤
田
一
義
会
長
）
主
催
に

よ
る
第
17
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、
黒

磯
ボ
ウ
ル
（
那
須
塩
原
市
）
及
び
王
冠

ボ
ウ
ル
（
大
田
原
市
）
の
２
会
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
組
合
員
と
そ
の
家
族
・
従

業
員
な
ど
が
参
加
し
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や

ス
ペ
ア
な
ど
を
取
る
と
握
手
や
ハ
イ

タ
ッ
チ
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
２
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
各
会
場
・
各

レ
ー
ン
と
も
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
終
了
後
は
、
榊
原
会
館
に
会
場
を
移

し
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
臼
井
組
合
長
よ

り
酪
農
情
勢
を
含
め
た
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
、
近
況
等
情

報
交
換
を
し
な
が
ら
、
お
い
し
い
食
事

を
い
た
だ
き
、
各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
笑
い

声
が
絶
え
な
い
懇
親
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
表
彰
式
は
、
今
年
か
ら
団
体
賞
を
各

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
ご
と
で
な
く
一
緒
に
順

位
付
け
し
表
彰
し
ま
し
た
。
個
人
賞
表

彰
は
従
来
通
り
行
わ
れ
、
関
係
団
体
か

ら
協
賛
し
て
頂
い
た
沢
山
の
賞
品
が
入

賞
者
に
贈
ら
れ
て
大
盛
況
の
の
う
ち
に

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方

は
明
日
へ
の
活
力
に
繋
が
る
楽
し
い
一

日
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
各
部
の
優
勝
は
次
の
通
り
で

す
。

団
体
の
部
　
優
　
勝
　
高
林
支
部

準
優
勝
　
穴
沢
支
部

第
３
位
　
大
田
原
地
域

個
人
の
部

●
黒
磯
ボ
ウ
ル

　
男
性
　
高
柳
　
智
紀
（
く
ろ
い
そ
支
部

）

　
女
性
　
斉
藤
日
出
子
（
青
木
支
部
）

●
王
冠
ボ
ウ
ル

　
男
性
　
石
塚
　
　
聡
（
大
田
原
地
域
）

　
女
性
　
後
藤
　
友
子

（
塩
原
・
西
那
須
野
地
域
）

「
青
木
チ
ー
ズ
作
り
研
究
会
」

「
チ
ー
ズ
作
り
講
習
会
」
開
催

　
青
木
地
区
チ
ー
ズ
作
り
研
究
会
（
代

表
・
人
見
孝
允
氏
）
で
は
、
１
月
28
日

に
、
様
々
な
地
域
で
チ
ー
ズ
作
り
教
室

を
開
催
し
て
い
る
片
岡
恵
子
氏
を
講
師

に
招
き
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
の
チ
ー

ズ
作
り
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
会
は
、「
家
庭
で
も
で
き
る
チ
ー

ズ
作
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
家
庭
に

あ
る
調
理
器
具
を
用
い
て
チ
ー
ズ
を
製

造
す
る
こ
と

を

目

的

と

し
、
酪
農
家

が
生
乳
生
産

だ

け

で

な

く
、
各
家
庭

の
味
と
な
る

チ
ー
ズ
を
作 青木チーズ作り研究会

大会風景　黒磯ボウルにて

表彰式後懇親会
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れ
る
機
会
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
想
い
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
青
木
地
区
の
酪
農
家
・
酪

農
家
の
奥
さ
ん
方
を
中
心
に
16
名
参
加

者
が
集
い
、
講
師
の
指
導
の
も
と
、
生

乳
の
殺
菌
か
ら
ス
ト
ロ
ン
グ
チ
ー
ズ
や

カ
チ
ョ
カ
バ
ロ
と
い
っ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ

タ
イ
プ
の
チ
ー
ズ
の
製
造
を
行
い
ま
し

た
。
講
習
会
の
途
中
に
、
熟
成
期
間
や

製
造
方
法
も
異
な
る
数
種
の
欧
州
産

チ
ー
ズ
の
試
食
会
も
行
わ
れ
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
講
習
会

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
チ
ー
ズ
を
手
に
し
た

参
加
者
か
ら
は
、「
次
回
も
参
加
し
て

み
た
い
。」「
家
庭
で
も
作
っ
て
み
た

い
。」
な
ど
の
感
想
の
声
が
上
が
り
、

チ
ー
ズ
作
り
の
魅
力
を
体
感
さ
れ
た
よ

う
で
し
た
。

「
那
須
の
チ
ー
ズ
を
楽
し
む
会
」
開
催

　
２
月
７
日
、C

h
u

s

（
チ
ャ
ウ
ス
）

に
お
い
て
、今
年
で
４
回
目
と
な
る「
那

須
の
チ
ー
ズ
を
楽
し
む
会
」
が
開
催
さ

れ
、「
家
庭
で
楽
し
む
那
須
の
チ
ー
ズ

料
理
」
を
テ
ー
マ
に
料
理
研
究
家
の
臼

居
芳
美
先
生
が
招
か
れ
、
チ
ー
ズ
・
牛

乳
を
活
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
や

料
理
が
参
加
者
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
皿
の
上
に
綺
麗
に
並
ぶ
チ
ー
ズ

は
、
那
須
地
域
の
チ
ー
ズ
工
房
、
チ
ー

ズ
販
売
店
、
乳
製
品
を
製
造
販
売
し
て

い
る
工
房
な
ど
７
軒
が
集
ま
り
始
ま
っ

た
「
那
須
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
研
究

会
」
会
員
の
方
々
が
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
参
加
者
全
員
が
、
生
産
者
と
一

緒
に
な
っ
て
美
味
し
い
チ
ー
ズ
、
そ
し

て
チ
ー
ズ
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
楽
し

ん
で
お
り
ま
し
た
。

宇
都
宮
支
所

群
馬
県
の
遠
坂
牧
場
を
視
察

（
青
年
部
那
須
南
支
部
）

　
２
月
21
日
～
22
日
の
１
泊
２
日
で
青

年
部
那
須
南
支
部（
小
口
和
則
支
部
長
）

に
お
い
て
、支
部
員
７
名
参
加
の
も
と
、

群
馬
県
の
遠
坂
和
仁
牧
場
を
視
察
し
て

参
り
ま
し
た
。

　
遠
坂
牧
場
は
常
時
約
80
頭
を
搾
乳
し

て
お
り
、
経
産
牛
１
頭
当
た
り
は
年
間

約
１
万
㎏
を
搾
乳
し
て
い
ま
す
。
遠
坂

氏
の
経
営
理
念
と
し
て
、
経
営
者
と
従

業
員
の
両
者
が
ゆ
と
り
の
あ
る“

働
き

や
す
い
牧
場”

を
掲
げ
て
お
り
、
従
業

員
の
休
日
確
保
の
た
め
、
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
や
搾
乳
パ
ー
ト
を
利
用
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
機
械
化
に
よ
る
作
業
効

率
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
参
加
し
た
支
部
員
が
注
目
し
た
施
設

は
、哺
乳
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
牛
舎
で
し
た
。

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
遠
坂
牧
場
で
の
事

例
を
参
考
に
、
栃
木
県
の
牧
場
も
多
数

導
入
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
哺
乳
牛
舎

に
つ
い
て
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
簡

易
牛
舎
で
す
が
、
強
度
も
あ
り
安
価
で

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、先
進
的
な
牛
群
改
良
に
よ
り
、

体
型
の
良
い
牛
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
に

も
驚
き
ま
し
た
。今
回
の
視
察
を
通
し
、

支
部
員
全
員
が
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が

出
来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
視
察
を
快

諾
し
て
頂
い
た
酪
友
の
遠
坂
和
仁
氏
に

は
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
夜
は
、
伊
香
保
温
泉
に
宿
泊
し
、
支

部
員
間
の
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
、
有
意
義
な
一
泊
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

那須地域でつくられたチーズ
に舌鼓！

遠坂和仁牧場にて
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い
ち
ご
狩
り
と
ラ
ン
チ
で
親
睦
交
流

（
女
性
会
那
須
南
支
部
管
内
後
継
者
の
会
）

　
女
性
後
継
者
と
お
嫁
さ
ん
を
対
象
と

し
た
〝
後
継
者
の
会
〟
が
、
３
月
２
日

に
世
話
人
の
興
野
礼
子
支
部
長
と
５
名

の
後
継
者
、
６
名
の
お
子
様
が
参
加
の

も
と
、
親
睦
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
先
ず
、
那
須
烏
山
市
内
の
観
光
い
ち

ご
園
で
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
は
甘
い
香
り
に

包
ま
れ
、
赤
く
沢
山
の
い
ち
ご
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。〝
と
ち
ひ
め
〟
と
い
う

品
種
で
甘
い
果
肉
と
柔
ら
か
さ
、
そ
し

て
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
お
子
さ
ん
た
ち
に
も

大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
い
ち
ご
狩
り

初
体
験
の
方
も
い
ま
し
た
が
、
自
分
で

摘
ん
だ
い
ち
ご
を
美
味
し
そ
う
に
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
内
の
飲
食
店
に
移
動
し

て
、
食
事
会
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
後

継
者
の
皆
さ
ん
は
、
本
年
度
２
回
目
の

交
流
会
で
も
あ
り
、
自
然
と
会
話
が
弾

み
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

〝
食
べ
て
笑
っ
て
〟
み
ん
な
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
、
後
継
者
の
会
は
継
続
し

て
開
催
し
、交
流
を
深
め
て
参
り
ま
す
。

県
南
支
所

全
体
交
流
会
開
催

　
３
月
26
日
、
支
所
活
動
推
進
協
議
会

（
小
池
久
夫
会
長
）
主
催
の
全
体
交
流

会
を
県
南
支
所
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
組
合
員
や
家
族
・
従
業
員
及
び
各

関
係
業
者
の
方
々
等
、
総
勢
１
５
０
名

が
親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
参
加
者
の
準
備
協
力
も
得

な
が
ら
、
無
事
開
催
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
松
山
副
組
合
長
か
ら
酪
農
情

勢
に
つ
い
て
報
告
を
頂
き
、
そ
の
後
恒

例
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
春

休
み
期
間
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
子

供
た
ち
も
大
勢
参
加
し
、
会
場
内
は
笑

い
と
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
明
日
へ

の
活
力
に
繋
が
る
有
意
義
な
ひ
と
と
き

と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本年度第２回親睦交流～後継者の会～

おいしいひととき　みんなでにっこり！ 何が当たるかな…
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平
成
30
年
度
農
業
士
・
女
性
農
業
士
・

名
誉
農
業
士
認
定
式
が
１
月
９
日
栃
木

県
公
館
で
行
わ
れ
、
農
業
士
15
名
、
女

性
農
業
士
６
名
、
名
誉
農
業
士
18
名
が

新
た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
組
合
か
ら
は
、
長
年
に
わ
た
り
農

業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
次
の
３
名
の

方
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

名
誉
農
業
士

　
今
　
　
耕
一
さ
ん
（
那
須
町
）

（
配
偶
者
　
今
　
　
克
枝
さ
ん
）

　
駒
場
　
　
久
さ
ん
（
宇
都
宮
市
）

（
配
偶
者
　
駒
場
　
陽
子
さ
ん
）

女
性
農
業
士

　
海
老
原
　
治
美
さ
ん
（
下
野
市
）

（
配
偶
者
　
海
老
原
　
哲
夫
さ
ん
）

　
今
回
認
定
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
又
、
農
業
社
会
に
お
け
る
農
村
地
域

発
展
の
為
に
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
度
理
事
会
（
12
月
27
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
年
末
手
当
に
つ
い
て

㈤
　�

固
定
資
産
（
ふ
れ
あ
い
牧
場
隣
接

土
地
）
の
取
得
に
つ
い
て

㈥
　�

組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈦
　�

生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

記
帳
・
記
録
に
つ
い
て

㈧
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
11
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　�

固
定
資
産
（
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
乳
成

分
測
定
器
）
の
取
得
に
つ
い
て

１
月
度
理
事
会
（
１
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　�

特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

㈥
　�

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈦
　
乳
牛
飼
養
動
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

㈧
　�

子
会
社
の
第
３
四
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

㈨
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　�

12
月
度
及
び
第
３
四
半
期
事
業
実

績
に
つ
い
て

㈡
　�

平
成
30
年
度
上
半
期
決
算
監
査
報

告
に
対
す
る
回
答
（
案
）
に
つ
い
て

㈢
　
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

㈣
　
第
18
回
酪
農
ま
つ
り
に
つ
い
て

２
月
度
理
事
会
（
２
月
28
日
）

報
告
事
項

㈠
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣
　
役
員
報
酬
審
議
会
答
申
に
つ
い
て

㈤
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
１
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　�

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
度
生
乳

需
給
安
定
化
対
策
方
針
に
つ
い
て

名
誉
農
業
士
・
女
性
農
業
士

認
定
者
紹
介

海老原さんご夫妻 駒場さんご夫妻 今さんご夫妻
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２月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格
十 勝 ２月５日 695 538 77.4％ 968 100 69 1,103
釧 路 ２月６日 324 238 73.5％ 904 10 9 1,039
根 室 ２月７日 477 403 84.5％ 938 35 30 1,087
豊 富 ２月14日 240 200 83.3％ 968 10 8 1,084
北 見 ２月20日 356 327 91.9％ 958 8 8 963
十 勝 ２月21日 645 555 86.0％ 963 81 67 1,112
根 室 ２月28日 296 266 89.9％ 966 25 22 1,082
合 計 3,033 2,527 83.3％ 952 269 213 1,067
前 月 1,893 1,680 88.7％ 937 195 173 1,051
前年同月 2,126 1,901 89.4％ 985 158 144 1,137

　初妊牛の今後の動向は７～８月分娩が中心となります。夏産みとなる腹の初妊牛が上場するようにな
ると価格は軟調傾向をとるのが一般的です。過去３年（2015 年～ 18 年）においても同様で、４月～６
月の市場成績は毎月２～３万円程度の価格低下が発生しています。また、前号で示したとおり豊富な資
源状況を背景とし、上場頭数が増加傾向である事から、それらの複合的な影響により今後価格は数ヶ月
間おおむね弱含みで推移するものと思われます。導入を希望される方は腹条件・分娩月によって手配
に時間がかかることも予想されますので、十分余裕をもってのお申込みをよろしくお願い申し上げます。

２月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
２
／
25
）

那
　
　
須

ホルス雄 94 66 173,880 2,480 109,325 ▲ 20,053

F １雄 56 63 397,440 140,400 300,549 5,333

F １雌 50 60 315,360 131,760 237,103 3,075

（
２
／
27
）

館
　
　
林

ホルス雄 1 95 0 0 131,760 34,560

F １雄 3 99 369,360 306,720 331,200 ▲ 8,760

F １雌 5 98 301,320 220,320 271,080 42,390

　今回の初生牛取引価格は前回から比較し、概ね横ばいで推移していま
す。那須市場では１月に年末から 12 千円程価格が低下しましたが、２
月は持ち直し年末とほぼ同水準まで回復しています。例年夏に向かって
相場は上昇傾向が続く事が多いため、今後もやや強含みで推移するもの
と思われます。館林市場では成立頭数が少なく回ごとに値動きを繰り返
しながら、概ね横ばい～やや強含みで推移するものと思われます。

㈢
　�

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
度
生
乳

出
荷
奨
励
実
施
要
領
に
つ
い
て

㈣
　�
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
度
配
合

飼
料
・
粗
飼
料
及
び
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
供

給
量
別
利
用
奨
励
措
置
に
つ
い
て

㈤
　�

第
18
回
酪
農
ま
つ
り
の
開
催
場
所

変
更
に
つ
い
て

㈥
　�

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
追

認
）

《
組
合
員
資
格
確
認
の
お
願
い
》

　
組
合
員
の
皆
様
の
組
合
員
資
格
に
変

動
が
生
じ
た
場
合
は
、
定
款
第
14
条
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
書
面
に
て
当

組
合
に
お
届
け
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
組
合
員
資
格
に
変
動
が

あ
っ
た
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
当
組

合
の
管
轄
支
所
宛
に
組
合
員
資
格
の
変

更
を
お
申
し
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
組
合
員
資
格
の
変
動

●�

組
合
員
資
格
喪
失
、
氏
名
・
住
所

の
変
更
等

●�

正
組
合
員
か
ら
准
組
合
員
又
は
准

組
合
員
か
ら
正
組
合
員
に
資
格
が

変
動
し
た
場
合
等

《
第
18
回
酪
農
ま
つ
り
》

【
と
　
き
】

平
成
31
年
４
月
６
日
㈯

悪
天
候
の
場
合
は
４
月
７
日
㈰
に
順
延

【
と
こ
ろ
】

酪
農
と
ち
ぎ
ふ
れ
あ
い
牧
場

（
塩
谷
郡
高
根
沢
町
下
柏
崎
５
４
１
）

※
酪
農
ま
つ
り
当
日
の
組
合
業
務

●
Ｃ
Ｓ
業
務

：

通
常
通
り

●
本
所
及
び
各
支
所

：

休
業

（
Ｃ
Ｓ
職
員
以
外
全
員
出
役
の
為
）

《
２
０
２
０
年
４
月
新
規
採
用
職
員
募
集
》

【
採
用
予
定
者
】

２
０
２
０
年
３
月
末
大
学
・
短
大
の

卒
業
見
込
み
者
　
若
干
名

【
願
書
受
付
期
間
】

　
２
０
１
９
年
５
月
31
日
㈮
ま
で

【
採
用
試
験
日
時
】

　
　
一
次
（
筆
記
）

　
　
　
２
０
１
９
年
６
月
上
旬
予
定

　
　
二
次
（
面
接
）

　
　
　
２
０
１
９
年
６
月
中
旬
予
定

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
職
員
人
事
》

　
定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

経
済
部
長藤

田
　
常
美
（
再
雇
用
）

県
南
支
所
長露

久
保
芳
広
（
再
雇
用
）

那
須
高
原
支
所
業
務
推
進
課
総
務
係
長

大
垣
　
幸
子
（
再
雇
用
）

　
退
職
者

宇
都
宮
支
所
業
務
推
進
課

石
森
　
輝
之

業
務
部
指
導
企
画
課

嶋
村
　
海
人

経
済
部
生
乳
受
託
課
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ

室
井
美
恵
子
（
嘱
託
）

　
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

添
野
　
央ひ

さ

矩の
り

小
林
　
来ら

望も

　
定
期
異
動
（
４
月
１
日
付
）

「
酪
農
と
ち
ぎ
機
構
図
」
の
と
お
り
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注
：

太
青

字
は

異
動

者
注

：
○

で
ア

ン
ダ

ー
は

昇
進

者
注

：
☆

は
昇

格
者

部
長

　
増

子
 剛

康
課

長
　

増
子

 剛
康

（
兼

）
係

長
☆

國
安

 朗
係

田
中

 昭
子

 
係

若
林

 枝
美

 
係

　
岡

　
拓

也
嘱

託
薄

井
 壮

嘱
託

仲
山

 時
子

総
務

部
付

　
長

山
 隆

芳
（

臨
時

）
〃

　
川

嶋
 智

子
（

臨
時

）
〃

　
仲

山
 優

子
（

臨
時

）

 所
長

室
井

 英
樹

 
係

長
〇

勝
澤

　
君

枝
嘱

託
藤

田
 常

美
課

長
〇

野
中

 寿
伸

（
兼

）
係

長
〇

住
田

 裕
子

派
遣

　
秋

澤
 智

子
係

　
佐

藤
 晃

一
臨

時
菊

地
 了

子
係

　
伊

藤
 大

臨
時

長
瀬

 明
子

部
長

〇
菊

地
 好

弘
 

係
　

平
山

 清
貴

臨
時

平
山

 美
穂

子
次

長
〇

野
中

 寿
伸

臨
時

宮
本

　
智

派
遣

採
用

予
定

 検
査

室
長

國
井

 信
夫

 
パ

ー
ト

塚
田

 康
子

課
長

☆
臼

井
 一

弘
係

長
　

会
沢

 健
作

係
小

貫
 敦

子
臨

時
後

藤
 時

夫
パ

ー
ト

石
塚

 文
子

課
長

☆
渡

辺
 祐

一
指

導
係

長
　

久
保

居
 章

夫
係

長
君

島
 三

枝
子

係
古

澤
 拓

也
嘱

託
大

垣
 幸

子
改

良
係

長
　

久
保

 敦
係

滝
田

 優
人

 
係

椙
山

 龍
彦

係
薄

井
 梢

臨
時

平
野

 沙
紀

専
従

那
須

高
原

：
平

山
 敦

雄
、

三
浦

　
篤

、
影

山
 聖

雄
、

赤
羽

根
 勉

　
　

　
　

　
岩

崎
 顕

二
郎

、
小

尾
 康

博
、

浅
井

 秀
樹

部
長

　
黒

川
 政

光
宇

・
県

南
：

網
野

 公
二

、
鈴

木
 浩

一
、

松
本

 裕
功

、
高

山
 卓

也
次

長
〇

吉
成

 正
晴

　
　

　
　

　
小

松
 正

行
、

山
下

 智
英

香
技

術
顧

問
　

斎
藤

 達
夫

（
嘱

）
課

長
〇

吉
成

 正
晴

（
兼

）
課

長
補

佐
　

内
田

 利
美

係
長

☆
小

森
谷

 享
係

本
庄

 絵
里

香
　

場
長

　
相

馬
 達

夫
（兼

）
係

青
木

 葉
子

診
療

課
・

ア
グ

リ
（

兼
）

臨
時

野
沢

 誠
一

支
所

長
　

大
平

 和
広

課
長

　
上

野
 圭

夫
指

導
係

長
　

斎
藤

 克
彦

 
係

鈴
木

 光
係

伊
藤

 弘
之

係
碇

谷
 の

ぞ
み

係
小

林
 萌

子
購

買
係

長
　

神
長

 秀
明

係
名

取
 亨

係
岡

見
 厚

志
 

係
大

野
 由

美
子

係
相

馬
 貴

哉
　

総
務

係
長

　
 根

本
 小

百
合

係
林

田
 奈

美
子

係
石

森
 知

穂
 

係
添

野
 央

矩
（新

）
パ

ー
ト

山
崎

 和
江

支
所

長
〇

相
馬

 達
夫

課
長

　
相

馬
 信

高
指

導
係

長
〇

本
橋

 孝
之

係
☆

野
中

 ま
さ

子
係

吉
澤

 悠
志

係
坂

本
 佑

介
購

買
係

長
☆

小
玉

 則
広

 
係

　
人

見
 修

 
係

鈴
木

 利
久

郎

支
所

長
　

大
野

　
満

 
課
長

　
百

目
鬼

 学
指

導
係

長
百

目
鬼

 学
（

兼
）

係
砂

川
 晃

子
係

前
原

 駿
佑

 
係

星
野

 健
悟

購
買

係
長

阿
久

津
 敬

史
係

長
古

谷
野

 静
子

係
小

林
 来

望
（新

）

（業
務

部
所

管
）

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

　
嘱

託
　

 露
久

保
 芳

広

県
南

支
所

業
務

推
進

課

「
子

会
社

」
株

式
会

社
酪

農
と

ち
ぎ

ア
グ

リ
サ

ポ
ー

ト

那
須

高
原

支
所

業
務

推
進

課
配

送
セ

ン
タ

ー

宇
都

宮
支

所
 

業
務

推
進

課
配

送
セ

ン
タ

ー

ふ
れ

あ
い

牧
場

経
済

部

宇
都

宮
検

査
室

理
事

会
購

買
企

画
課

指
導

企
画

課

副
組

合
長

業
務

部

診
療

課

専
務

酪
農

ヘ
ル

パ
ー

那
須

高
原

Ｃ
Ｓ

監事会

組
合

長

組
合

員
総

務
部

総
務

課

総
会

生
乳

受
託

課

酪
農
と
ち
ぎ
機
構
図

平
成

１
年
４
月

日
着
任
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